
 

報告事項 イ 

令和５年度以降通学区域審議会の方向性について 
 

１ 近年の審議会でいただいた意見等 

【令和３年度】 

・江別第一小学校は市内で唯一、江別第一中学校と江別第三中学校へ分散進学している。

小中一貫教育も始まるので、今のままの校区でいいのか今後検討が必要だと思う。 

【令和４年度】 

・令和４年度から江別第二中学校区で小中一貫教育が始まっているが、中には江別第二中

学校区へ学校選択制で入学している中学生がいると思う。その方たちへの影響やメリッ

ト・デメリットが生じていないか、今後のためにも検討していただきたい。 
 

２ 審議会の意見等を踏まえた今後の課題 

  令和５年度の審議会では、近年の審議会の意見等を踏まえた課題について、今後慎重

な議論を要することから、検証年（令和８年度）までの方向性についてご報告いたしま

す。課題については以下のとおり。 

（１）学校選択制と小中一貫教育との整合性の整理 

（２）通学区域の設定についての検討（江別第一小学校の分散進学等） 

（３）検証年（令和８年度）の審議事項について 
 

３ 今後の方向性（案）について 

（１）学校選択制と小中一貫教育の整合性の整理 

①現状 

・学校選択制の申請者に対し、江別市で実施している小中一貫教育の趣旨やメリットを

理解していただいた上で、学校選択制の利用を検討していただいている。周知方法は

以下のとおり。 

○学校選択制の周知用リーフレットやホームページに小中一貫教育について記載 

○小学校案内、中学校案内に「江別市の学校教育が目指すもの」として小中一貫教育の

概要を記載し、新小学１年生及び新中学１年生の保護者へ配付 

②課題 

・小中一貫教育導入後の学校選択制利用についての保護者のニーズや学校の意見を把握

する必要がある。（学校選択制により入学した保護者へのアンケート結果（令和３年度

に実施）では、クラブ活動などの教育活動に魅力を感じ、学校選択制を利用したとい

う回答が最も多くあった。今後は部活動の地域移行や部活動指導員の導入状況による、

保護者のニーズの変化について、考慮する必要がある。） 

③方向性 

・小中一貫教育導入による学校選択制の申請状況の経年変化や、アンケートにより保護

者及び学校の意見等を把握し、今後の運用方法を整理したうえで、検証年の令和８年

度通学区域審議会において、令和９年度以降の方針を決定する。 

＜アンケート実施内容＞ 

・各小中学校へ、小中一貫教育導入後における学校選択制の運用について、学校長の意

見を求めるアンケートを実施し、学校の意見を把握する。 

・前回の検証年以降に学校選択制を利用して入学した児童生徒の全保護者、学校選択制

を利用しなかった保護者（抽出）、小学校入学予定の保護者（抽出）に対して、アンケ

ートを実施しニーズや意識等を把握する。 



 

（２）通学区域の設定について（江別第一小学校の分散進学等） 

①現状 

・江別第一小学校の通学区域は旧江別小学校と旧江別第三小学校と同区域である。 

・江別第一小学校の進学先は江別小学校校区が江別第一中学校、江別第三小学校校区

が江別第三中学校となっている。 

・江別第一小学校は江別市内で唯一の分散進学であり、令和４年度通学区域審議会に

おいて、分散進学の現状や経緯について報告を行った。 

・審議委員から進学先である江別第一中及び江別第三中の施設整備の差について、懸

念が示された。 

②課題  

・分散進学の現状やメリット・デメリットについて、整理する必要がある。 

・小中一貫教育導入に伴う影響について、確認・検証する必要がある。 

・通学区域の設定にあたり、施設整備や適正配置、通学路の安全性等については教育

部内の協議が必要である。 

③方向性 

・江別第一小学校の保護者等へアンケートを行い、意見を把握したうえで課題やメリ

ット・デメリットを整理する。 

・令和８年度通学区域審議会において、江別第一小学校の分散進学及び通学区域につ

いて審議を行う。 

・学校の適正配置や通学路の設定については、部内協議を行ったうえで検討していく。 

 

（３）検証年（令和８年度）の審議事項について（見通し） 

①現状 

・平成２８年度までは３年おき、平成２８年度以降は５年おきに学校選択制の検証を

行っている。 

・検証年度にアンケートを実施し、結果について通学区域審議会で協議を行い、学校

選択制の方針について決定する。 

②課題 

 ・学校選択制と小中一貫教育の整合性の整理及び、江別第一小学校の分散進学につい

ては、小中一貫教育導入後の経年変化や、学校及び保護者意見等を把握したうえで

慎重に検証する必要があるため、アンケートを実施した上で事務局案を作成し、令

和８年度の審議会で審議する。 

 ・学校選択制の在り方とあわせて、区域外通学の要件や部活動の地域移行、児童生徒

数の推移も踏まえて検討を行う。 

③方向性 

 ・アンケートの対象者や項目については、事前に事務局で案を作成し、審議会の議題

として委員の意見をいただいたうえで決定する。 

 ・アンケートの実施時期について、これまで検証年度になってから実施していたが、

アンケート結果に基づき慎重な議論を行うスケジュールを確保するため、実施時期

を前倒し、令和７年度の下期（１２月～１月頃）で実施する。 
 
 
 



 

４ 令和４年度及び令和５年度以降の実施内容及びスケジュール等 

 
 

 

年度 実施内容 対応

R4

・令和４年度学校選択制に係る入学状況
について
・小中一貫教育の導入に伴う対応につい
て
・通学区域について

・江別市における小中一貫教育の推進について説明
し、質疑の中で小中一貫教育に係る意見等を検証し
ながら推進していく旨回答した。
・通学区域審議会の審議経過について説明。江別第
一小学校の分散進学について説明。質疑の中で、今
後小中一貫教育の取組も含めて、学校の通学区域の
在り方自体について、意見等をいただきながら適切
な形を検討していきたい旨回答した。

R5

・令和５年度学校選択制に係る入学状況
について
・令和５年度以降通学区域審議会の方向
性について

・学校選択制の経緯や申請状況、小中一貫教育の周
知や整合性、江別第一小学校の分散進学についてな
ど、令和４年度までの審議経過や課題を説明し、審
議委員から意見をいただく。
・令和６年度から令和８年度の審議会のスケジュー
ルを委員へ報告する。

R6

・令和６年度学校選択制に係る入学状況
について
・学校選択制と小中一貫教育の整合性に
かかる課題とアンケートの実施内容につ
いて
・江別第一小学校分散進学にかかる課題
とアンケートの実施内容について

・令和５年度通学区域審議会にて審議委員から出た
意見を踏まえ、現状の課題を報告する。
・検証にかかるアンケートの実施にあたり、実施対
象者や質問項目等を審議委員の意見等をもとに検討
する。
・審議会は令和６年７月～８月頃に実施を予定。

R7

・令和７年度学校選択制に係る入学状況
について
・学校選択制と小中一貫教育にかかるア
ンケートの実施について
・江別第一小学校分散進学にかかるアン
ケートの実施について

・令和７年度下期に実施予定のアンケートの案につ
いて、報告するとともに審議委員から意見をいただ
く。
・審議会は令和７年７月～８月頃に実施を予定。
※アンケートの項目で、学校選択制利用者に対し
「小中一貫教育を理解したうえで学校選択したか」
の項目を入れる。

R8

・令和８年度学校選択制に係る入学状況
について
・学校選択制見直しに係る検証報告につ
いて
・江別第一小学校の分散進学にかかる校
区の見直し・審議について
・令和９年度以降の学校選択制の方針に
ついて

・アンケートの実施に基づいた検証の報告、分散進
学にかかる通学区域の審議、令和９年度以降の学校
選択制の方針についての協議を行う。
・審議会は令和８年７月～８月頃に実施を予定。


